
市内の学校園では、運動会や学習発表会、そして、卒業式などの学校行事を、

地元のケーブルテレビ・香川テレビ放送網が撮影し、ニュース番組や特別番組

として放送しています。左の写真は、毎年この時期に行われる「卒業企画」と

題して、卒業を前にした６年生の子どもたちが、将来の夢をカメラの前で緊張

しながら発表している様子です。いよいよ今年度も後ひと月余り、保護者、地

域の皆様には、ゴールへと向かう子どもたちへの後押しをお願いします。

版画作品づくりの楽しさは、絵筆を使って描く絵画作品とは違って、刷り上がる最後の段階まで作品の仕

上がりが分からなかったり、版を重ねていくことでどんどん変化させていくことができるところにあります。

そして、子どもたちには、上の写真のように、小学校の６年間を通して、多様な版に表す表現の方法を経験

を通して学ぶ場として、毎年３学期を中心に版画作品づくりに取り組んでいます。

２月１８日(金)、児童会運営委員の任命・引継ぎ式をオンラインで行いまし

た。６年生の運営委員から、４・５年生の新運営委員に児童会旗「じょうやマ

ン旗」とバッジが渡されたことで、これからは４・５年生が川津小学校の中心

となって、「あいさつと笑顔あふれる川津小学校」をめざしていきます。

月 火 水 木 金 土・日
１ ２ ３ ４ ５

●委員会活動 ☆諸費口座振替日 ６
●スクールカウン ☆道徳の日
セラー教育相談日 ○全校朝礼
13:00～18:00

７ ８ ９ １０ １１ １２
☆教育相談ウィー ●14:50下校 ●6年薬物乱用防止 １３
ク(～11日) 教室
１４ １５ １６ １７ １８ １９
●卒業式準備 ○卒業証書授与式 ●14:50下校 ○全校朝礼 ２０

9:30～、11:30下校 ○教室移動
２１春分の日 ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

●給食終了 ○修了式・終業式 ☆学年末休業日 ２７
○離任式 (～3/31)
○11:30下校

２８ ２９ ３０ ３１ ４／１ ☆その日の予定
☆学年始め休業日 ○午前の予定

(～4/5) ●午後の予定
☆その日の予定 ○午前の予定 ●午後の予定
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２年 大平櫂翔さん ３年 川西奏寿さん

４年 松本稜翔さん

５年 高嶋晃成さん

１年 髙尾來稀さん

６年 遠藤海似さん



今年度の子どもたちの学びや生活の状況について、その概要を

お知らせします。まず今年度は、６年生の全国学力・学習状況調

査が２年ぶりに実施され、本校は県や全国の平均を上回る結果と

なりました。また、これまで３年生以上で実施していた香川県学

習状況調査は、今年度から５年生だけの実施となりました。その

質問紙調査のなかで、「育てたい３つの心」に関する子どもたちの

肯定的回答の平均が91.9％(前年比+1.3％)と向上しました。特に、

昨年度低下していた「わかりあう心」については、学校行事など

の特別活動を工夫しながら実施してきたことで改善されてきまし

た。また、課題であった自尊感情については、昨年度と同等程度

の状況で、「考える心」の向上と併せて、引き続きの課題として改

善を図っていかなければなりません。

しかし、「悩みや困ったことがあったとき、だれかに相談してい

ますか」や「学級では、安心して自分の意見を言うことができま

すか」は、県平均を大きく上回る状況でした。このことからは、

子どもたちを取り巻く学級・学校や家庭の状況がよい状況にあり、

安定していると考えられます。今後は、この状況を継続していく

と共に、「考える心」と自尊感情の向上を課題として取り組んでま

いります。

保護者の皆様には、子どもたちの状況をご理解いただき、さら

なるご協力をよろしくお願いいたします。

●今年度のゴールに向けて！

３月は、６年生にとっては心構えも含めて中学校進学への準備を行い、残された小学校での学習や

生活の総まとめを行う時期になります。また、１～５年生は１年間を振り返り、現学年までに身に付

けておきべき学習内容や基本的な生活習慣の定着を確認し、新しい学年への進級に備えてください。

校長室の窓から

時間管理力

世界の人口の約4分の1に相当する約5億人が感染したと推計されているスペイン風邪は、1918年か

ら1921年までの約3年間流行しました。すでにコロナ禍も2年余りが経過し、スペイン風邪が流行した

期間に迫っています。このことを前向きに捉えると、後1年以内で終息へと向かうものとも考えられ

ます。まだ辛抱の時は続きますが、未来に希望をもって感染対策を徹底していきたいと思います。

さて、人生100年時代と言われる令和の時代に入り、言語活用能力、情報活用能力、非認知能力、

読解力、論理的思考力をはじめとして、たくさんの力が子どもたちに身に付けさせたい力として挙げ

られています。そうした中で、長年、自分自身の力も高めなければならないと考えながら、子どもた

ちと関わる日々を送るなかで、これからの時代を生きる子どもたちには、さらに大切になると考えて

いる力があります。それが、「時間管理力」です。

この時間の捉え方について、故･日野原重明先生(聖路加国際病院名誉院長)は、「目に見えないいの

ちというものは、あなたが今、歩んでいる時間そのもの。それがあなたのいのち。」と言葉を遺され

ています。また、故･渡辺和子先生(ノートルダム清心学園理事長)も、「時間の使い方は、そのままい

のちの使い方です。」と、同じ意味の言葉を遺されています。つまり、すべての人間に平等に与えら

れている時間を、自分自身が何に、どう使うか、それで自分の人生は決まってしまうということにな

ります。だからこそ、子どもたちには、先月号でもお伝えした自分の目標とつないで、自分の時間を

自分でコントロールできる力を身に付けていってほしいと思います。

しかし、コロナ禍の今は、自分の思うように時間を使えないことも多くありますが、渡辺先生は「雨

の日、風の日、どうしても咲けないときは根を下へ下へと伸ばしましょう。」と話されています。

（ 白川 豊浩 ）

＆


